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A-59
A1 ： 図示

【木造作・金物】 御座所　床・床脇 縮尺　1/20

金物A・壁側金物A

金物D

金物C金物B縮尺　1/2

縮尺　1/2

縮尺　1/2 縮尺　1/1 金物　筆返し金物

海老束 縮尺　1/2

縮尺　1/2

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F

意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R 床、床脇

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　
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地金素材
：銅t2.0
装飾技法
：打出し、毛彫り、魚子
着色
：鍍金

地金素材
：銅t2.0
装飾技法
：打出し、毛彫り、魚子
着色
：鍍金

地金素材
：銅t2.0
装飾技法
：打出し、毛彫り、魚子
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：鍍金
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装飾技法
：打出し、毛彫り、魚子
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：鍍金
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床脇

天井：スギもく鏡天井t12

廻り縁：ケヤキ（板目）

付鴨居：ケヤキ（板目）

鴨居：ケヤキ（板目）

吊り束：ケヤキ（板目）t52

袋たな板：ケヤキ（板目）t38

筆返し：ケヤキ（板目）

海老束：ケヤキ（柾目）

違いだな板：ケヤキ（板目）t32

下板：ケヤキ（板目）t36

地袋板：ケヤキ（板目）t38

片ぶたづか：ケヤキ（板目）t54

地板：ケヤキ（板目）t30

地袋内部床板：ケヤキ（板目）t15

吸い付き棧：ヒノキ（板目）

地板：ケヤキ（板目）t30

鴨居

3
0

3
0

ヒノキ柾目透かし天井

ケヤキ材は、上小節とする。
（ただし、拔節及び死節無し）
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A-60
A1 ： 図示

【金物】 エントランス部　自動ドア外付枠、自動ドア上部庇 縮尺　1/20 【金物】 縮尺　1/5照明ダクト1

【金物】 縮尺　1/5照明ダクト2

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F

意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R エントランス自動ドア

照明ダクト

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　
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センサーカバー：
アルミPL-2曲げ+カット
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上枠：アルミt2.0 曲げ加工
２次電解着色HL

木製点検パネル
：スギt12のうえ
　スギリブ材4×12＠12張り
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特記なき限り、
鉄部は防錆塗装のうえSOP塗装(現場塗り)とする。
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A-61
A1 ： 図示

【金物】 廊下2　自動ドア外付枠、自動ドア上部庇 縮尺　1/20【造作】 廊下2　自動ドア周囲見切り

廊下2

収納

1818

Y16Y17

909

X2

2727

廊下1

廊下1廊下2廊下2受付

縮尺　1/20【金物】 自動ドア防護柵（AD-1、AD-2)

縮尺　1/20【造作】 自動ドア防護柵（AD-3)

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F

意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R 廊下2自動ドア

防護柵

断面図立面図

平面図

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　
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A-62
A1 ： 図示

【御車寄】 縮尺　1/10

懸魚：スギ１枚板　無節
　　　　W1150×400　t70
　　　　手掘り彫刻　加工
　　　　側面は胡粉塗装
　　　　その他は、木材保護塗料

23
5

60

淀：スギ

瓦しっくい
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ケラバ板：スギ格子：
30×45＠210

垂木
（構造図参照）
小口面に胡粉塗装

木板：
スギt15本実

下地垂木：スギ45×45＠450

改質アスファルトルーフィング

耐水合板t12

瓦しっくい

淀：スギ

広小舞：スギ

60

201

45

110

合板t12

改質アスファルトルーフィング

桟木：30×30＠450、通気スリット30×30＠900

下地垂木：
スギ45×45＠450

木板：
スギt15本実
格子：
スギ30×45＠210

垂木（構造図参照）
小口面に胡粉塗装

ケラバ板：
スギt76 H235
上小節　反り付き
化粧目地付き
（V字断面10×6、
　曲面状凹断面φ32.5)
小口面には胡粉塗装

V字目地

曲面状凹目地

20
5

淀：スギ 上小節
60×201　反り付き

60

150

瓦しっくい：

23
5

垂木（構造図参照）
小口面に胡粉塗装

頂部 立面図 ケラバ下端　立面図

ケラバ　詳細図

軒先詳細図

部分詳細図(7)

【軒樋、　這樋、縦樋、箱樋】 縮尺　1/20

這樋

200

1430

60

90

878.608

1
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1
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14
7.2

84

90

樋受金物A：＠454.5
ブラケット）銅板PLt4 H20
ベースプレート）銅板PL t3.0
銅製釘で木部に固定　　　　　　

樋受金物B

這樋の天板無しの範囲

軒樋B

集水箱樋B

呼樋

竪樋

受金物

受金物

集水箱樋A：銅板 t0.5 曲げ　角出し鞘管90×60L80

軒樋A：銅板 t0.5 曲げ　半丸樋φ90　

軒樋B：銅板 t0.5 曲げ　半丸樋φ120

這樋：銅板 t0.5 90×60
　　　先端部曲げ加工
　　　吊子銅板40×40＠300にて屋根に固定

250

1
0
5

1
5

200

150

110

集水箱樋B：銅板 t0.5 曲げ
200×100×140

呼樋：銅板 t0.5 曲げ
200×90〜110×90、L=880

竪樋：銅板 t1.2 φ90

受け金物：
ブラケット）銅板PL t1.2 ＊ベースプレートに溶接固定
ベースプレート）銅板PL t3.0　銅製釘で木部に固定

受け金物：
ブラケット）銅板PL t1.2 ＊ベースプレートに溶接固定
ベースプレート）銅板PL t3.0　銅製釘で木部に固定

樋受金物B：＠454.5
ブラケット）銅板PLt4　H20
ベースプレート）銅板PL t3.0
銅製釘で木部に固定

140

竪樋

雨水桝

姿図 断面詳細図

平面図

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F

意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R 御車寄、樋、

中央エントランス廻り

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事　

【中央エントランス】 縮尺　1/5床
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断熱材(スタイロフォーム）

モルタル

いぶし瓦300×300

ヒノキ巾木 t15

▽1FL-700

2
50

1FL±0

蹴込板：欅t21

踏板：欅t30

1FL-700

ノンスリップ加工
φ6半丸溝堀り,OP色差し×2本

上り框：欅t60

框：欅t60

1
40

1
40

1
40

1
40

1
40

床：ヒノキ圧密フローリングt15

床：ヒノキ圧密フローリングt15

600 300 300 300

180

180

欅t20

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ床下地
　　土台  ：90×90＠909
　　束    ：90×90＠455
　　大引き：90×90＠455
　　根太  ：60×45＠303　すべてスギ（並材）とする階段床下地

　　構造用合板ｔ12
　　スギ90×90＠300

【中央エントランス】 縮尺　1/10階段

縮尺　1/15【中央エントランス】 下足入れ

Y17

▽1FL

▽1FL-700

28

中段板：ヒノキt21

291 床：ヒノキt21

2
1

2
1

3
68

フレーム材
：ヒノキ30×45

上板,側板,裏板：ヒノキｔ21

X18 X15 X13

1212 1212 1212

壁：ヒノキt15
　　構造用合板ｔ12

21 1755 21

壁：ヒノキt15
　　構造用合板ｔ12

壁：ヒノキt15
　　構造用合板ｔ12

突付け

下足入れ上段

下足入れ下段

2
1

2
1

3
68

突付け

突付け

300 300 300

1
40

1
40

1
40

腰掛け
天板：欅t30
上面なぐり仕上

428

▽1FL-700

▽1FL-560

▽1FL-560 ▽1FL-560

腰掛け

1150

側板：欅t30

フレーム材
：ヒノキ45×45

480

縮尺　1/15【中央エントランス】 手すり

Y17

▽1FL 3
0

手摺:ヒノキ100×40

手摺:St丸棒-19φ SOP

手摺子:StFB-4.5×32 ＠350 SOP

手摺子:StFB-12×65 ＠1050内外 SOP

横桟:StFB-9×38 3段 SOP

補強材:SｔFB-9×65 SOP

BPL:SｔFB-9×65 SOP

基壇:ヒノキ60×190
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70
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00

1
10

0

▽1FL

X13X18 X15

1212 1212 1212

1
10

0

8
00

2104 892

手摺:SUS丸棒-30φ HL

手摺子:SUS丸棒-16φ HL

Y17

1210 90

170

手摺子:SUS角棒-30×30 HL

600164 440 手摺:SUS丸棒-30φ HL

手摺子:SUS角棒-30×30 HL

480

※　本図、銅板は酸化緑青処理とする。


